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SA 吹田の広報!! 
SA 吹田通信の紙面刷新のために 

 
広報部長  小川忠夫 

心ふれあい SA 吹田の広報紙「SA 吹田通

信」も 170 号を迎えることになりました。

170号に到達するには14年あまりの歳月を

要しています。その間 1 回も休刊すること

もなく、継続して発刊できたのは会員の皆

様に支えられて歴代の広報部がそれなりに

頑張ったおかげかなと自賛しています。そ

れは活動の歴史をつづると同時に紙面のマ

ンネリ化との戦いであったろうと思ってい

ます。活動がマンネリ化しているのに SA

吹田通信だけが活性化することはあり得な

いので、常に活動のマンネリ化を打開して

革新していく事が肝要であるとを念頭に、

会員の活動の頑張りに SA 吹田通信も負け

ないようにと思いつつ紙面編成に注力して

やってまいりました。と言いながら、最近

の SA 吹田通信は長い間のマンネリ化が蓄

積されたのか、いろいろな苦言や批判が寄

せられ、このままでは存在が危惧される 

ような事態になってきたと感じています。

そこでこれを機会に多くの意見をいただき

ながら、会員の皆様の期待に応えられるよ

うな紙面を構築できるよう、多くの意見を

頂戴して SA 吹田通信の立て直しを図り、

より良い SA 吹田通信に向けて尽力したい

と思っています。
 

SA吹田通信について私はこう思います。会員の声さまざま!! 
① 今までの SA 通信を読んで感想 ②もう少しこうしたらもっと良くなるだろう。 
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奥谷英夫 青山台 国際交流       

毎月、地区担当の役員さんが自宅ポス

トにお届け頂きありがとうございま

す。記事のすべてを拝見し、活動内容

が理解でき、満足しています。１６９

号にはおもちゃ部会の活動紹介が掲載

されていますが、今後は各部会やグル

ープ活動に自由に一般会員が顔出しで

きるように呼び掛けて頂ければ、経験

から役員の活動の励みとなり、スタッ

フや部会の役員の養成に繋がるのでは

思います。 

 

新井 憲  山田東 おもちゃ 

子どもおもちゃ教室を続けて 3 年目を

迎えています。おもちゃ部会に関する

記事には満足していますが、もっと他

の活動分野に紙面割をすることが望ま

しいのではないかと考えます。 

 

 小田美代子  内本町  歌体操 

SA吹田通信を編集・配ってくださる皆

様に感謝いたします。毎月楽しみに読

ませて貰ってます。夫々の部会で活躍

なさっているのがよくわかります。何

か良い案と考えましたが役員様によろ

しくお願いいたします。 

               歌体操 小田美

代子 
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堀 忠昭  泉町  おもちゃ 

この会に入りいつも楽しくさせてい

ただいています。私が SA 吹田通信の

記事としてお願いしたい事として入

会間もない事でもあり、長年おもちゃ

に携われた方々のお気持ちを吐露し

ていただければという思いがありま

す。例えば「私とおもちゃ」「おもち

ゃ開発の苦心談」「おもちゃの歴史」

などをぜひお願いしたいです。 

梨木恵美子  樫切山  おもちゃ 

SA 吹田通信について 

マンネリ化を危惧されているとか、

色々な分野で少しでも良くしようと

活動し、活動範囲を広める努力等の

証が１７０号に至っていると思いま

す。時には特集が組まれたりと広報

部の労も十分感じております。 

限られた紙面では無理かと思いま

すが、ゆるきぁら欄として個人的に 

ボランティア活動・スポーツ・カル

チァー等のエピソードの一声も楽し

いかと思います。 

 

三好桂子   高野台   福祉 

この欄は 4 ブロックのメンバー全員が

交代で担当したらいかがでしょうか。 

208 名の会員です。それぞれが SA に

対しての希望、提案、日ごろ疑問に思

っている事があるのではと思います。 

無記名でもいいと思います。 

 

畑 貞造  千里丘西  おもちゃ 

SA 吹田全般の活動内容の告知媒体と

割り切ればそれなりの価値はあると思

います。随時、現場レポートなどの「特

集」を組んで、子ども達や高齢者など

の“現場の声”もひろって紹介するこ

とも会員の活動に役立つことではない

でしょうか。 

 

西村秀子  千里山西   歌体操 
おもちゃ部会関係・歌体操関係以外の SA

会員さんには あまり興味深く閲覧さ

れてない様に感じます。 

二か月に一回の発刊にして部数を増や

しもう少し内容を充実する方法？・・ 

高齢者の関心の高い、健康関係、認知症

予防卓上療法、川柳、グルメ情報、旅行、

研修なぞ・・特技のある会員さんからの

紹介や体験発表なぞコーナーを設けて

募集掲載したり・・・楽しみも取り入れ

ながら SA全会員が楽しく交流活動で

きる会と通信を望みます。 

 

黒川怜子  古江台  国際交流 

SA 通信を見て思う事は、いつも各部

会の活動報告ばかりだなー。部会に入

っていない一般会員の声がない。 

例えば俳句、川柳、ミニ対談、会員の

撮った写真、つぶやき、といった文芸

的なコーナーがあればと思います。 

神保隆之   泉町   福祉 

最近の SA 吹田通信は活動報告が多い

けれど、写真も多く見やすくできてい

ます。内容としては活動予定表だけで

はなく、内容の紹介などあればなおい

いと思います。 

松川 裕  山田東  広報 

新しい内容の記事ページを設ける。

内容は①会員の「暮らし」に寄与す

るような情報や知識の提供。例えば

健康情報や暮らしの知恵などを提供

し情報や知識の活用を高め興味をも

ってもらう。②会員各々のＳＡ以外

のボランティア活動の紹介や参加の

呼びかけ。③会員の動向情報。④会

員互助のすすめ。 

一方、広報部員を刷新し新しい発想

のもとで取り組む。 
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小学校で新たな太陽の広場 
吹田東小学校で 7 月から開始 

おもちゃ部会 小北月子記 

７月５日（水）午後２時から吹田東小学校「太

陽の広場」でおもちゃづくりが実施されまし

た。おもちゃ部会として、初めての参加。４

０名の予定が６０名の申し込みと聞き、急き

ょ材料を追加しました。当日の作品は「地球

ぶんぶんごま」。受付はＰＴＡが行い、全員１

度に教室に入りきれないので、前半４０分、

後半４０分と２回に分けて実施。１～５年生

が参加１番多かったのは２年生。子どもたち

は出来上がったぶんぶんごまを回して大はし

ゃぎ。他の教室の子どもたちに得意そうに回

して見せていました。ＰＴＡのお母さん方の

協力があってスムースに進めることが出来ま

した。参加児童５0 名。スタッフ５名。
 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

私の活動  福祉活動との関わり      沖村史生 

  2009 年シルバ－アドバイザ－養成講座受
講、ボランティアグループ「たけとんぼ」を
結成、①竹林整備②アドプトロ-ド（万博外周
道路清掃活動）③グル－プホ－ム・ディサ-
ビス等（喫茶・みんなで歌いましょう）のボ
ランティア活動開始、３本の柱で展開現在に
至る。当初は、16 名の会員数であった、高齢
化が進むにつれて 7 名に減少解散危機に陥っ
たが、社協からの連絡・口コミにより、28 年
度は 10 名・29 年度は 12 名となり活動を続
けている。同時期 SA 吹田に加入、種々の活
動に参加、28 年度から福祉部会のお世話をす
る事となり、社会福祉法人吹田市社会福祉協

議会（以下社協と称す）と連携し小・中学校
における福祉教育授業（アイマスク・高齢者
疑似体験）を実施、28 年度は「10 校、受講
生徒数：1044 名」 延スタッフ数 87 名で行
うことができましたが 29 年度は、社会性や
教育方針等の変化が見られ、今年は 9 月頃か
ら（昨年は 7 月）始まる予定と聞かされてい
ます。社協においてもボランティア活動は、
地域福祉委員会活動を推進優先的に展開する
傾向になつている。今後、福祉教育授業にか
かわらず高齢者社会における福祉活動の進め
方を各団体・グル－プ間で考え進めるべきで
あろう。

 
 

      私の活動  国際交流活動との関わり  田原美佐穂 

国際交流部会の立ち上げは 2007 年です。最
初は 4 校からのスタートでした。当時は現在
のように留学生だけではなく吹田在住の外国
の方にもお願いしていました。ある学校の授
業で中国の方が日本語が話せなくて児童の質
問に私が黒板に絵やイラストを描いて説明し
たところ児童が「わっすごい!」と喜んでくれ
た時、私はどんな形でも交流授業は出来るの
だと思い、これからも関わっていこうと決心
しました。徐々に阪大、大阪日本語教育セン
ターの留学生が参加するようになり、パーワ
ーポイントを使って「日本語で自国の紹介」

をするパターンとなりました。10 年を経て感
じることは留学生の柔軟性、多様性、児童の
成長です。小学校での英語教育も始まり英語
での質問も増えてきました。ここで問題は留
学生がすべて英語圏出身とは限らないからで
す。小学校の教師の方やスタッフの説明で必
死に対応する留学生の姿には感激します。今
ではサウジアラビア、アラブ首長国連邦(民族
衣装での参加)グアテマラなど私達も異国を
感じる事ができて児童と一緒に異国文化を学
んでいくという関わりを続けたいと思います。
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８月行事予定 
 

ＳＡ吹田全般 時  間 内   容 担  当 場   所 

8 月 2 日（水） 10:00～12:00 おもちゃ部会 丹羽史朗 市立総合福祉会館 

8 月 11 日(金) 10:00～12:00 役員会 藤川安高 亥子谷コミュニティセンター 

8 月 11 日(金) 12:30～13:00 福祉部会 沖村史生 亥子谷コミュニティセンター 

8 月 14 日（月） 10:00～12:00 広報部会 小川忠夫 ＳＡハウス 

8 月 21 日(月) 10:00～12:00 歌体操部会 加藤昌子 夢未来館リハーサル室１ 

8 月 25 日(金) 10:00～12:00 印刷/ブロック部会 小川･沖村 亥子谷コミュニティセンター 

8 月 31 日(木) 10:00～12:00 国際交流部会 田原美佐穂 高齢者生きがいセンター 

おもちゃ部会 時  間 内   容 担  当 場   所 

8 月 4 日(金) 10:00～16:30 ロボットまつり 小川忠夫 夢つながり未来館 

8 月 5 日(土) 10:00～16:30 夏休みてづくりおもちゃ教室 小川忠夫 内本町コミュニティセンター 

8 月 8 日(火) 14:30～15:00 おもちゃ学校 小川忠夫 夢つながり未来館 

8 月 11 日(金) 10:00～12:00 竹細工 丹羽史朗 市立博物館 

8 月 18 日(金) 11:00～16:00 夏休みおもちゃカーニバル 丹羽史朗 夢つながり未来館 

8 月 23 日(水) 10:00～12:00 夏休み宿題づくり 丹羽史朗 市立博物館 

8 月 25 日（火） 10:00～12:00 おもちゃ箱・未来 畑 禎造 夢つながり未来館 

歌体操関係 時  間 内   容 担  当 場   所 

8 月 8 日(火) 10:00～12:00 歌体操 H&S グループ 加藤昌子 夢未来館リハーサル室 

8 月 22 日（火） 10:00～12:00 歌体操 H&S グループ 加藤昌子 夢未来館リハーサル室 

市民塾関係 時  間 内   容 担  当 場   所 

8 月 1 日(火) 10:00～12:00 歌体操介護予防市民塾 加藤昌子 夢未来館リハーサル室 

8 月 15 日(火) 13:30～15:30 エコおもちゃ作り市民塾 小川忠夫 ＳＡ 

8 月 15 日（火） 10:00～12:00 歌体操介護予防市民塾 加藤昌子 夢未来館リハーサル室 
 
編集後記：広報部は、より多くの会員の方々に読んで頂ける「ＳＡ吹田通信」の紙面づくりに取り
組んでいます、会員諸氏の投稿へのご協力をお願いします。 

８月は猛暑の予報が出されています、熱中症の予防に留意して活動しましょう。（k.n） 

 
SA 吹田に 14 年、今思う事  橘ユミ子  高野台 
 

ボランティア活動が大好きで定年退職後得た、グループ SA 吹田は楽しかった。
しかし、思いがけない家族の病気のため、行動できないことになり、残念やら、悔
しい事!!。人として前向きに生きる仲間として頑張ってみようと・・・。今日 14 年
目になりましたが、現在高齢者社会での問題となる、老々介護、認知症、介護虐待
と悲しいニュースですが地域で私たちを優しく、見守ってくださる皆さんとの出会
いが、前向きに生きる力となり、定期的に SA 通信よりの情報がとっても楽しいで
す。未来を担ってくれる、子ど子達とのおもちゃ作り、少しでも元気で頑張ろうと
イキイキ歌体操の皆さんの活動は何より私たちの、エネルギーです。そうして、吹
田市のパワーを大阪府下に活動の輪が広がるように祈っています。 

エッセイ 

編集にあたり!! 今月号は紙面刷新に向けて、会員からの感想、ご意見をいただきまし

た。広く会員から意見をいただく難しさを感じながらの編集でした。今後この声を活

かしながらより良い SA 吹田通信を目指したいと思います。 


